
 

 

 
 
 

日建設計、日建設計総合研究所、CULUMU、LIFULL、 

東京大学が暮らし・まちづくりのInclusive Designに関す

る産学連携、共同研究を開始 
暮らしにおけるアクセシビリティとインクルーシビティの向上を目指す  

 

株式会社日建設計（所在地：東京都千代田区、代表取締役社長：大松 敦、以下「日建設計」）、株式会

社日建設計総合研究所（所在地：東京都千代田区、代表取締役所長：石川 貴之、以下「NSRI」）、インク

ルーシブデザインスタジオCULUMU（運営：株式会社STYZ、本社：東京都渋谷区、代表取締役：田中辰

也、以下「CULUMU」）、株式会社LIFULL（所在地：東京都千代田区、代表取締役社長：伊東 祐司、以

下「LIFULL」）、国立大学法人東京大学 大学院工学系研究科建築学専攻 松田雄二研究室（所在地：東京

都文京区、以下「東京大学」）は、暮らしやまちづくりにおけるアクセシビリティとインクルーシビティ

の向上を目指し、住宅に関する課題やニーズ調査を起点とした共同研究を開始します。 

本研究は、まず住宅分野での知見を蓄積し、将来的には、都市空間や社会全体の包摂性を高める仕組み

づくりへと展開することを視野に入れています。また、研究成果を活かし、共同研究チーム以外の多様な

専門家や当事者、企業とも連携しながら活動を広げ、よりよい暮らしとまちづくりの社会実装を推進して

いきます。 

■ 研究目的 

日本社会では高齢化が急速に進み、高齢者や障害のある方々など、特別な配慮を必要とする「住宅弱者」

が増加しています。しかし現状では、自らの心身の変化に対応しながら安心して住み続けられる住宅を選

択するための客観的な情報や指標が十分に整っていません。 

このような背景を踏まえ、本共同研究ではまず、高齢者や障害者が住み続けるために必要な住宅性能や

条件を明らかにし、体系化を図ります。住宅供給者に対しては、住宅弱者のニーズを反映した設計・開

発・サービス提供を促し、利用者自身も適切な住宅を選びやすくなる社会的な仕組みを構築することを目

指します。さらに、住宅に関する知見や指標開発のノウハウを活かし、将来的には建築や都市空間におけ

る包摂性やアクセシビリティの向上にもつなげていきます。 

■ 研究内容：住宅のInclusive Design評価に関する基礎調査研究 

高齢者や障害者は、心身の変化とともに住宅に住み続けられなくなることがあります。本研究では、そ

のような利用者を「住宅弱者」と捉え、住宅弱者が住宅を選択する際に、求めるニーズを調査し、ニーズ

の体系化（ユーザーごとのニーズの分類を想定）を行います。これによって、建て売り住宅や集合住宅の

供給者に適切な情報を提供するとともに、利用者（住宅弱者）も適切な住宅を選択することが容易になる

ことを想定しています。具体的な研究内容は以下の通りです。 

住宅弱者のニーズ調査 

高齢者や障害者など多様な背景を持つ方々を対象にヒアリングや訪問調査を実施し、住まいや暮らしに

関する困難や要望を収集します。 

ニーズの整理 

収集したデータを分析し、利用者の特性やライフステージごとに分類・整理することで、多様なニーズ

の全体像を明らかにします。この体系化は住宅にとどまらず、都市空間における多様な利用者ニーズの把

握にも応用可能です。 
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■ 共創による社会課題解決の重要性 

本取り組みで解決を目指す社会課題は、単一の企業や大学の活動だけでは克服できません。多様な専門

性を持つ組織が連携し、利用者や当事者を含む幅広いステークホルダーと共に推進することで、初めて実

効性ある成果へとつながります。 

大学にとっては、実際の利用者の声や活動を研究に反映できること、社会実装までのスピードを高めら

れること、さらに成果を市場に浸透させられる可能性が広がるというメリットがあります。 

企業にとっては、公共領域でも通用する学術的な正当性を担保しながら、多角的な視点やデータに基づ

いた活動が可能となります。また、調査、設計、流通、評価といった一連のプロセスを学術的基盤と組み

合わせて推進することで、社会実装における推進力を強化できます。 

今回の共同研究は、こうした双方の強みを融合し、よりよい暮らしと都市環境の実現に向けた共創型プ

ロジェクトの第一歩となるものです 

 

■ 研究チームの体制と専門性・役割 

 
 

東京大学 松田雄二准教授（大学院工学系研究科建築学専攻） 

• 研究全体の学術的指導、調査設計・分析手法の監修 

• インクルーシブデザインの概念整理と理論的枠組みの構築 

• 調査結果の学術的妥当性の担保と国内外事例の知見還元 

 

株式会社日建設計 

• 建築、都市に関する法令、条例、技術的アドバイス 

• 建築、都市環境におけるバリアフリー、ユニバーサルデザインの知見の提供 

• インクルーシブデザインアプローチを取り入れた設計プロセス技術の提供 

 

株式会社日建設計総合研究所 (NSRI) 

• 社会調査やデータ収集・分析の研究力の提供 

• 既存研究・データの整理・分析 

• 政策・制度面からの指標開発支援 

 



 

 

CULUMU 

• 多様な当事者団体・コミュニティとのネットワーク活用 

• 調査における参加型アプローチによる当事者の声の反映 

• 各種評価の社会的インパクト検証と、手法の構築 

 

株式会社LIFULL 

• 不動産・住宅情報サービス「LIFULL HOME'S」のデータ活用 

• 市場展開のためのマーケティング視点の提供 

• 情報提供の障壁解消に向けた実証知見の提供 

 

 

 

 

■ 日建設計について 

日建設計は、建築・土木の設計監理、都市デザインおよびこれらに関連する調査・企画・コンサルティ

ング業務を行うプロフェッショナル・サービス・ファームです。1900年の創業以来120年にわたって、社

会の要請とクライアントの皆様の様々なご要望にお応えすべく、顕在的・潜在的な社会課題に対して解決

を図る「社会環境デザイン」を通じた価値創造に取り組んできました。これまで日本、中国、ASEAN、中

東で様々なプロジェクトに携わり、近年はインド、欧州にも展開しています。 

URL：https://www.nikken.jp/ja/ 

 

お問い合わせ：株式会社日建設計  広報室  Tel.03-5226-3030  e-mail：webmaster@nikken.jp 
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